
 

  

 

 

    

 

 

 

 

 

 

令和８年度 校内研究「魅力ある学校づくり」について 

１ 「魅力ある学校」とは 不登校の未然防止の視点で表現される言葉。（国立教育政策研究所・東京都教育委員会資料等による） 

・「全ての児童・生徒が学校（学年・学級）を魅力ある場所と感じられるようにする「未然防止」の取組を進める必要がある。誰にとっても魅力ある学
校であれば、おのず新規数は抑制され、不登校数は減少するはず」 

・先生方は、日々、児童・生徒にとって「魅力ある学校・学級づくり」を目指して教育活動に取り組んでいることだろう。その願いや思いをより実現さ
せる取組の一つとして、教職員による「居場所づくり」と児童・生徒自身による「きずなづくり」を意識した教育活動が挙げられる。                      

「児童生徒を支援するためのガイドブック（東京都教育委員会）」 
 

 

居場所づくり 

２ 魅力ある学校を構成する要素 

きずなづくり 

校内カフェ 

情報リテラシー教育 

構成的グループエンカウンター 

相談できる大人 

運動会プロジェクト 

職場体験 

生徒会活動 

学校行事 部活動 

インクルーシブ教育の推進 

わかる・できる・楽しい授業 

居心地向上プロジェクト 

DX、AI 活用 

学習者主体 実感を伴う学び 

学級活動 学芸発表会実行委員会 

宿泊行事 

教職員等が、生徒が安心できる、自己存在感や
充実感を感じられる場所を提供 
（安心・安全な学校づくり） 

生徒が、主体的に取り組む活動を通し、 
自らが「きずな」を感じ取り、紡いでいく 
（教職員は場と機会の設定） 

「居場所づくり」全ての生徒の心の居場所になる学校 
教職員が主導して、学校や学級を全ての児童・生徒にとって 

落ち着ける場所にすること 

「きずなづくり」全ての生徒のきずなづくりの場になる学校 
児童・生徒が主体となり、日々の授業や行事などで、全員が 

活躍し、互いが認められる場や機会があること 

全ての生徒にとって 
魅力ある学校の実現 

「わかる・できる・楽しい授業」 AI や ICT を有効活用し、生徒が主体的に、実感を伴いながら学ぶための授業づくり 

個別最適化 

学びの必然性 

３ 本校における魅力ある学校づくりの取組 

社会の力を生かす  
地域連携 

① 研 究 組 織 総括組織＝研究主任中心の企画メンバー  

・学習面・・校内研修＋管理職の授業観察 

・生活面・・生徒会活動、学校行事、学活等の日常的取組 

を丁寧に実施  

※全員が学習・生活双方に関わり、研究主任がとりまとめ 

② 仮説の設定  それぞれの仮説を設定（～すれば～だろう） 

③ 実   践  全教職員で両方を実践、情報交換 

④ 検   証  a:生徒意識調査（定量的評価） 
 
 
 

 
b:振り返り等による検証（定性的評価） 

⑤ まとめと発表 世田谷学びメッセでの発表（仮） 

問１ 学校が楽しい 
問２ みんなで何かをするのは楽しい 
問３ 授業がわかる、できる、楽しい 

肯定的回答の 
割合を検証 

４ 研究の流れ 

保護者連携 

目指す生徒像 
・学校が楽しい 
・みんなで何かを 

するのは楽しい 
・授業が分かる、 

できる、楽しい 


